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上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
請
負
契
約
を
締
結

　
第
３
回
定
例
会
が
９
月
５
日
招
集
さ
れ
、
補
正
予
算
等
29
件
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
５
０
９

万
円
を
追
加
し
、
総
額
４
６
億
５

０
６
２
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
旧
厚
沢
部
川
農
業
開
発
事
務
所

改
修
工
事
費

	
（
７
０
０
万
９
千
円
）

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金
余
剰
金

分	

（
３
８
０
０
万
円
）

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
運
営
費
分

	

（
６
９
０
万
８
千
円
）

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
運
営
費
分
　
　
　
　

	

（
３
５
９
万
７
千
円
）

●
う
ず
ら
温
泉
修
繕
料
　

	

　（
１
０
６
１
万
７
千
円
）

●
檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
費
負

担
金
厚
沢
部
消
防
署
経
費

	

（
２
９
８
万
６
千
円
）

　●
教
育
林
修
繕
料
　

	

（
１
１
２
万
８
千
円
）

問
　
旧
厚
沢
部
川
農
業
開
発
事
務

所
改
修
工
事
費
に
つ
い
て

答
　
外
国
人
の
農
業
研
修
生
用
に

建
物
内
部
を
改
修
、
電
灯
・
暖
房

補
正
予
算

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

一

般

会

計

設
備
工
事
、
火
災
報
知
機
設
置
工

事
を
行
い
ま
す
。

上里ふれあい交流センター完成予定図

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
５
万

円
を
追
加
し
、
総
額
７
億
４
３
９

６
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
内
容
は
国
保
事
業
費
納
付

金
等
算
定
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に

係
る
自
庁
シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託

料
等
で
す
。

　
保
険
事
業
勘
定
は
１
２
１
７
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
６
億
２

０
０
４
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
内
容
は
交
付
金
等
過
年
度

精
算
返
還
金
等
で
す
。

国

保

会

計

介
護
保
険
会
計
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問
　
厚
沢
部
町
役
場
庁
舎
外
壁
・

屋
根
・
内
部
等
省
エ
ネ
長
寿
命
化

工
事
の
内
容
に
つ
い
て

答
　
外
壁
に
金
属
パ
ネ
ル
等
を
張

り
、
断
熱
性
の
高
い
窓
・
サ
ッ
シ

へ
の
交
換
、
屋
根
は
断
熱
材
を
張

り
、
上
部
に
シ
ー
ト
防
水
を
行
い

ま
す
。
ま
た
庁
舎
１
階
ト
イ
レ
は

内
装
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
既
存

の
和
式
を
洋
式
に
変
え
ま
す
。

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

●
厚
沢
部
町
役
場
庁
舎
外
壁
・
屋

根
・
内
部
等
省
エ
ネ
長
寿
命
化
工

事
請
負
契
約
の
締
結

●
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
厚
沢
部
町
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
佐
藤
祐

子
さ
ん
（
本
町
）、
谷
口
智
則
さ

ん
（
館
町
）
の
２
名
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
、
山
内
敏
明
さ
ん（
鶉
町
）を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
岩
田
冨
貴

子
さ
ん
（
鶉
）
を
推
薦
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

●
総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研

修目
的
　�

移
住
定
住
・
空
き
家
対
策
、

小
水
力
発
電
事
業
視
察

場
所
　
長
野
県
小
布
施
町

　
　
　
群
馬
県
み
な
か
み
町

期
日
　
平
成
28
年
10
月
17
日

　
　
　
　
　
　
　
　
～
20
日

派
遣
議
員
　
佐
々
木
宏

　
　
　
　
　
下
川
部
洋
伸

　
　
　
　
　
浜
塚
久
好

　
　
　
　
　
鈴
木
祥
司

●
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研

修目
的
　�

移
住
定
住
対
策
、
特
定
農

業
法
人
の
取
組
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
視
察

場
所
　
長
野
県
飯
島
町
・
飯
田
市

期
日
　
平
成
28
年
10
月
24
日

　
　
　
　
　
　
　
　
～
27
日

派
遣
議
員
　
高
田
一
弥

　
　
　
　
　
松
村
松
雄

　
　
　
　
　
中
山
俊
勝

　
　
　
　
　
只
野
勲

　
　
　
　
　
山
崎
孝

●
札
幌
厚
沢
部
会
総
会

目
的
　
意
見
交
換
、
交
流

場
所
　
札
幌
市

期
日
　
10
月
29
～
30
日

派
遣
議
員
　
中
山
俊
勝

　
　
　
　
　
松
村
松
雄

　
　
　
　
　
下
川
部
洋
伸

●
平
成
27
年
度
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告

●
平
成
27
年
度
公
営
企
業
会
計
に

係
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告

新
築
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約
の

締
結

●
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

新
築
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
の

締
結

●
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

新
築
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約
の

締
結

●
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

新
築
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
導
入
工
事

請
負
契
約
の
締
結

●
厚
沢
部
町
管
内
橋
梁
長
寿
命
化

事
業
当
路
橋
補
修
工
事
請
負
契
約

の
変
更

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３
５

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
８
８

１
６
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
内
容
は
西
鶉
地
内
交
差
点

部
仕
切
弁
移
設
工
事
費
等
で
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５
９
万

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
７

６
３
３
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
内
容
は
、
経
営
戦
略
策
定

業
務
委
託
料
で
す
。

簡
易
水
道
会
計

農
業
集
落
排
水
会
計

条

例

人
　

事

議
員
派
遣

報
　

告

契
約
の

締
結
・
変
更

各会計補正予算額一覧表

区分
会計名 補　正　額 補正後の額

一 般 会 計 ７５０９万円 ４６億５０６２万２千円

国民健康保険事業特別会計 ２５５万円 ７億４３９６万９千円

介 護 保 険
事 業 特 別 会 計

保 険 事 業
勘 定

１２１７万２千円 ６億２００４万２千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 １０３５万４千円 　　８８１６万４千円

農 業 集 落 排 水

事 業 特 別 会 計
　３５９万７千円 ２億７６３３万７千円
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　第３回定例会で意見書２件を原案どおり可決し、関係省庁に提出しました。（内容省略）

●林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書
　提出先　�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、

経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣

●ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物に係る税制特例の恒久化等を求める意見書
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣、総務大臣

意見書を提出しました

～聞いてみたい、こんなこと～

問
　
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
建
設

計
画
、
経
営
方
策
、
資
金
需
要
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
３
地
区
の
保
育
所
の
統
合
を

視
野
に
早
け
れ
ば
平
成
28
年
度
か

ら
町
営
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
を

新
町
に
建
設
す
る
計
画
で
し
た

が
、
保
護
者
説
明
会
の
中
で
、
今

の
建
設
場
所
で
は
狭
い
な
ど
の
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
建
設
計
画

を
練
り
直
し
、
保
護
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
建

設
資
金
に
つ
い
て
は
建
設
が
確
定

後
と
な
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り

補
助
事
業
、
地
方
債
を
活
用
し
、

町
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
ま
す
。

質　問　１

保
護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

認
定
こ
ど
も
園
の
早
期
開
園
を

渋

田

町

長

山

崎

孝

議

員

山崎議員

答
　
健
全
な
運
営
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
、
潤
沢
な
運
営
資
金
の

確
保
が
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
観
光
土
産
品
や
農
作
物
等
の
販

売
額
を
伸
ば
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
休
憩
や

ト
イ
レ
で
立
ち
寄
る
だ
け
で
な
く
、

目
的
を
も
っ
て
来
る
来
場
者
を
増

や
す
た
め
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
施

設
に
改
善
す
る
と
と
も
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
拡
充
、
販
売
戦
略
の
構

築
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
面
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
接

客
等
の
改
善
・
向
上
を
図
る
た
め

に
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
専
門
家

の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
き
ま
す
。

問
　
今
年
１
月
に
国
の
重
点
道
の

駅
に
指
定
、
ま
た
オ
ー
プ
ン
以
来

最
多
の
来
場
者
数
に
達
し
、
今
後

の
更
な
る
発
展
と
戦
略
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

質問２

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ

の
更
な
る
発
展
と

戦
略
に
つ
い
て

工
夫
を
凝
ら
し
た
施
設

改
善
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
拡
充
を

道の駅あっさぶ

き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す

か
。
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まちの議会を傍聴してみませんか
町政はあなたのために
　　　　次の定例会は１２月１２日（月）からです。

手続きは、議会事務局備え付けの傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけです。

≪一般質問開始予定：１２日 午前 10 時 20 分頃～≫

厚沢部町洪水ハザードマップ

問
　
①
町
内
26
箇
所
の
土
砂
災
害

危
険
箇
所
の
う
ち
警
戒
区
域
、
特

別
警
戒
区
域
に
新
栄
１
箇
所
が
平

成
24
年
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
か
。

②
土
砂
災
害
危
険
箇
所
26
箇
所
の

う
ち
８
箇
所
が
調
査
を
終
え
て
い

ま
す
が
、
指
定
は
１
箇
所
だ
け
で

す
。
残
り
７
か
所
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

③
未
調
査
の
危
険
箇
所
18
箇
所

は
、
今
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
ま

す
か
。

答
　
①
災
害
情
報
の
伝
達
や
避
難

が
素
早
く
で
き
る
よ
う
に
町
の
防

災
計
画
に
定
め
て
防
災
の
し
お
り

や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
、
さ

ら
に
は
直
接
住
民
に
対
し
警
戒
区

域
の
周
知
の
徹
底
、
体
制
整
備
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

②
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
の
３

箇
所
、
土
石
流
危
険
渓
流
４
箇
所

が
調
査
済
み
で
あ
り
、
北
海
道
が

平
成
28
年
度
に
説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

③
北
海
道
で
は
平
成
31
年
度
ま
で

に
全
道
全
て
の
調
査
を
終
え
る
予

定
で
あ
り
、
町
内
で
は
28
年
度
４

箇
所
、
29
年
度
４
箇
所
、
30
年
度

５
箇
所
、
31
年
度
５
箇
所
の
計
18

箇
所
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

質　問　１

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
な
ど
平
成
31
年
度
ま
で

に
調
査
を
終
了
予
定

土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

渋

田

町

長

加
藤
古
志
男
議
員

加藤議員

答
　

①
医
療
費
の
上
昇
は
今
後
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の

保
険
料
の
上
昇
は
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
低
所
得
の
高
齢
者
の
負
担
に

つ
い
て
は
で
き
る
限
り
抑
え
る
よ

う
に
配
慮
し
て
欲
し
い
と
考
え
ま

す
。

②
現
在
９
割
軽
減
の
方
の
年
間
保

険
料
が
４
９
８
０
円
、
８
．
５
割

軽
減
の
方
は
７
４
７
１
円
で
す
が
、

こ
れ
が
軽
減
特
例
見
直
し
に
よ
り

７
割
軽
減
と
な
る
と
、
い
ず
れ
も

１
万
４
９
４
２
円
と
な
り
、
９
割

軽
減
の
方
は
約
３
倍
に
、
８
．
５

割
軽
減
の
方
は
約
２
倍
の
保
険
料

と
な
り
ま
す
。

③
所
得
の
低
い
高
齢
者
の
保
険
料

に
つ
い
て
負
担
が
大
き
く
な
ら
な

い
よ
う
、
他
の
町
村
と
協
力
し
な

が
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
係
機

関
等
へ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問
　
①
平
成
29
年
度
か
ら
保
険
料

の
軽
減
特
例
が
見
直
さ
れ
、
高
齢

者
の
保
険
料
負
担
が
増
え
る
こ
と

に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

②
軽
減
特
例
見
直
し
に
よ
る
町
内

高
齢
者
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
ま

す
か
。

③
町
長
と
し
て
保
険
料
軽
減
特
例

の
維
持
、
継
続
の
た
め
努
力
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す

か
。

質問２

後
期
高
齢
者
保
険
料

の
軽
減
特
例
の
維

持
、
継
続
に
つ
い
て

低
所
得
者
の
保
険
料
負

担
を
抑
え
る
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問
　
町
民
税
の
収
入
未
済
額
及
び

滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て

答
　
収
入
未
済
額
現
年
分
が
１
６

５
万
９
４
３
２
円
、
滞
納
繰
越
分

は
５
０
０
万
１
２
７
３
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
徴
収
に
つ
い
て
は
誓

約
書
に
よ
る
分
納
、
職
員
に
よ
る

戸
別
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
町
税
滞
納
者
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

答
　
町
税
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問
　
町
民
税
に
お
け
る
不
納
欠
損

に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
各
会
計
の
決

算
認
定
は
、
９
月
５
日
か
ら

７
日
に
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
し
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
認
定
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
を

要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

答
　
４
３
万
９
８
５
７
円
で
死
亡

等
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
。
対

象
者
は
法
的
な
条
件
、
現
況
を
確

認
し
た
う
え
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

問
　
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額

に
つ
い
て

答
　
現
年
度
分
２
４
万
７
９
０
０

円
は
現
在
、
完
納
さ
れ
て
お
り
、

滞
納
繰
越
分
２
０
３
万
５
２
４
８

円
は
分
納
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

問
　
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
状
況
に
つ
い
て

答
　
平
成
27
年
度
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
は
１
４
５
人
に
交
付
、
通

知
カ
ー
ド
未
交
付
の
５
２
名
に
は

ハ
ガ
キ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

問
　
出
会
い
・
賑
わ
い
・
元
気
づ

く
り
事
業
委
託
料
に
つ
い
て

答
　
大
変
人
気
の
高
い
事
業
で
あ

り
、
町
内
だ
け
で
な
く
、
も
う
少

し
広
げ
た
範
囲
で
出
会
い
の
場
を

創
出
し
て
き
ま
す
。

問
　
道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
費

負
担
金
に
つ
い
て

答
　
平
成
27
年
度
出
動
件
数
は
８

件
で
す
。
そ
の
う
ち
実
際
に
病
院

へ
の
搬
送
が
７
件
、
残
る
１
件
は

救
急
隊
員
が
患
者
の
様
態
を
確
認

し
ヘ
リ
不
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

問
　
不
法
投
棄
廃
棄
物
撤
去
委
託

料
に
つ
い
て

答
　
町
道
須
賀
木
間
内
線
の
道
路

横
に
捨
て
て
あ
っ
た
大
量
の
不
法

投
棄
物
を
回
収
・
撤
去
し
ま
し
た
。

問
　
有
害
鳥
獣
捕
獲
用
備
品
購
入

費
に
つ
い
て

答
　
箱
わ
な
、
お
り
を
５
台
購
入

し
ま
し
た
。
現
在
、
町
で
所
有
す

る
お
り
は
13
台
と
な
り
ま
す
。

問
　
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ

い
て

答
　
厚
沢
部
中
学
校
、
厚
沢
部
小

学
校
、館
小
学
校
に
各
１
名
お
り
、

支
援
員
を
配
置
さ
せ
る
た
め
の
学

校
要
件
や
支
援
員
に
な
る
た
め
の

条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
支

援
員
３
名
は
教
員
免
許
取
得
者
で

す
。

問
　
英
語
指
導
助
手
派
遣
事
業
に

つ
い
て

答
　
平
成
２
年
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
外
国
人
講
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
英
語
に
慣
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た

授
業
内
容
に
し
て
い
き
ま
す
。

一

般

会

計

各
会
計
決
算
を
認
定

平成27年度

平成27年度　厚沢部町各会計決算
区分

会計名
歳　入（収　入） 歳　出（支　出） 差　引　残　額

一 般 会 計 44億3642万1868円 43億1036万3874円 1億2605万7994円

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 7億3955万4395円 7億1572万7671円 2382万6724円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 6286万726円 6283万6907円 2万3819円

介 護 保 険

事 　 　 業

特 別 会 計

保 険 事 業 勘 定 5億8098万6207円 5億7041万8645円 1056万7562円

介 護 サ ー ビ ス

事 業 勘 定
201万9480円 201万9480円  0円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 8998万5414円 8736万325円 262万5089円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1億5163万5204円 1億5084万1732円 79万3472円

国 民 健 康 保

険 病 院 事 業

特 別 会 計

収 益 的 収 入

及 び 支 出
4億9043万2001円 4億8959万4413円 83万7588円

資 本 的 収 入

及 び 支 出
3525万1539円 3525万1539円 0円
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各会計決算審査意見書（抜粋）

　町税、国保税、介護保険料は依然として未納が発生してい

る状況であるが、町税及び国保税については、従来からの滞

納整理機構への引継ぎ等に加え、必要に応じ町職員で資産調

査や差押えを実施した結果、徴収率は町税、国保税ともに向

上しており、介護保険料についても昨年と比べ上昇している。

　各種負担金等の収納状況は、奨学資金貸付金償還金、公営

住宅使用料、上下水道使用料等の未納も発生しており、長期

化しているものもあり、早急に対策を講じるべきである。特

に、国営相和地区農地開発事業負担金は平成27年度末の未

納額が、256,291,517円となっており、差押え等で8,137,864

円の収入実績があったものの、個人で多額の未納額を抱えて

いるケースが見られる。未納が解消されない場合、将来的に

は債権放棄せざるを得ない懸念もあるが、町の今後の対応と

しては、引き続き差押え等の強制的な徴収や不動産物件の競

売も視野に対策を講じるとのことである。なお、住宅使用料

については継続した未納解消への取組の結果、収入未済額は

減少している。

　平成27年度決算状況においては、決算額は地方創生事業

や公営住宅整備などで前年度決算額を上回っている。積立金

現在高は40億円台を維持し、北海道市町村備荒資金組合の

現在高は約1,223,125千円と健全財政の維持が図られている。

また、予算規模のみならずその実施内容について着目すると、

補助金等を活用し町財政の負担を最小限に抑えた中で事業実

施するとともに、経済活動の活性化に資する事業が選択され

ている。

　産業・福祉・教育など広く住民生活に密着するサービスの

水準を維持・継続し、さらに行政サービスを向上させるため、

より一層、経済性・効率性・効果性を高めた自治体経営を行い、

さらには町内の経済活動の活性化に資するとともに、健全か

つ効率的な財政運営を進めることを望み審査意見とする。

国民健康保険病院事業特別会計
決算審査意見書（抜粋）

　公的医療機関の果たすべき大きな役割は、地域におい

て提供されることが必要な医療のうち、採算性等の面か

ら民間医療機関による提供が困難な医療を提供すること

にある。

　平成27年度決算は、入院患者数が増加し病院の収益

も伸びているものの、医業損失は昨年度と比較してわず

かながら増加している。

　経営効率化のため、医療事務専門会社への一部業務委

託、看護師の確保などに順次取り組んでおり、入院患者

数も伸びてきている。今後の患者数の推移や不採算の公

立病院に対する交付税算定の減額等を踏まえ、今後さら

なる経営改革が必要となる。

　今後、厚沢部町国民健康保険病院が社会インフラであ

る公立病院として果たす役割として、民間による医療提

供が困難な山間へき地・過疎地等における一般医療、救

急などの不採算部門に関わる医療の提供を継続すること

は必要不可欠である。

　総合診療の実施で一次医療としての役割を十分に発揮

されることを期待する。

　今後とも地域に密着した医療機関として町民の健康を

守り、保健・医療・福祉の関係機関との連携を更に密に

するとともに、新公立病院改革ガイドラインに基づき病

院改革プランを策定し、さらなる経営改善に向けた取組

をすすめ、職員が一丸となり充実した地域の医療機関と

して住民のニーズに応じた医療サービスの提供を継続す

ることを望み審査意見とする。

厚沢部町代表監査委員　進　藤　貞　夫

厚 沢 部 町 監 査 委 員　浜　塚　久　好

　
　
第
１
回
調
査
日
　
７
月
15
日

１
）
町
有
林
（
上
里
地
内
外
）
の

管
理
状
況
に
つ
い
て
（
現
地
調
査

含
む
）

　
町
有
林
（
上
里
地
内
外
）
の
現

況
つ
い
て
資
料
説
明
を
受
け
、
管

理
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
平
成
22
年
度
以
降
、
定
性
間
伐

か
ら
選
木
の
手
間
が
省
け
施
業
の

効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
の
理
由

で
、
国
の
補
助
事
業
を
導
入
し
年

間
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
列
状
（
２

列
）
間
伐
を
実
施
し
て
い
る
。
施

業
に
あ
た
っ
て
は
、
町
森
林
組
合

と
協
議
の
上
、
樹
齢
25
年
～
35
年

生
の
ス
ギ
、
ト
ド
マ
ツ
を
中
心
に

間
伐
し
て
い
る
。
２
列
の
列
状
間

伐
は
、
作
業
の
効
率
性
、
搬
出
経

費
等
を
考
慮
し
、
３
列
へ
幅
を
広

げ
る
こ
と
へ
の
検
討
も
必
要
で
あ

る
。
獣
害
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

調
査
地
内
で
は
平
成
24
年
度
に
カ

ラ
マ
ツ
植
栽
後
に
野
鼠
、
野
兎
の

食
害
に
よ
り
苗
木
が
全
滅
。
平
成

27
年
に
樹
種
を
ト
ド
マ
ツ
に
変
更

し
再
造
林
し
た
結
果
、
殺
鼠
剤
の

空
中
散
布
も
併
せ
て
実
施
さ
れ
、

現
在
で
は
被
害
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。

　
殺
鼠
剤
の
空
中
散
布
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
行
わ
れ
、

町
有
林
で
年
間
約
１
５
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
民
有
林
で
約
１
２
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
面
積
で
実
施
さ
れ

た
。
今
後
も
民
有
林
所
有
者
へ
の

町
支
援
も
含
め
継
続
し
て
実
施
す

る
の
が
望
ま
し
い
。

２
）
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
平
成

21
年
10
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
、
町
の
移
住
交
流
、
観
光
、
福

祉
及
び
農
作
業
へ
の
従
事
と
各
般

に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、
町
の
施
策

等
に
貴
重
な
提
言
も
行
っ
て
い
る
。

　
制
度
発
足
時
と
比
較
し
て
募
集

す
る
自
治
体
数
は
増
加
し
、
人
員

の
確
保
は
一
層
困
難
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
、
３
年

の
任
期
終
了
後
に
隊
員
の
定
住
・

定
着
に
向
け
た
具
体
的
な
支
援
策

も
募
集
要
件
と
し
て
提
示
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
将
来

の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し

て
い
る
隊
員
が
、
任
期
終
了
後
に

委
員
会
活
動

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
行
っ

た
第
１
回
所
管
事
務
調
査
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
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委員会活動状況

月日 委　員　会　名

出
席
委
員
数

活　動　内　容

９ １ 議会運営委員会 ４名
第３回定例会に
ついて

10 14
議会広報編集特別委
員会

３名
広報№91号の編
集について

11

４
議会広報編集特別委
員会

３名
広報№91号の編
集について

16 産業厚生常任委員会 ５名
第２回所管事務
調査

17
議会広報編集特別委
員会

３名
広報№91号の編
集について

24 総務文教常任委員会 ４名
第２回所管事務
調査

発行　厚沢部町議会／編集　議会広報編集特別委員会／〒 043-1113 檜山郡厚沢部町新町 207　TEL 0139-64-3317　FAX 0139-67-2815

　
厚
沢
部
の
紅
葉
が
今
、
一
番
美
し

い
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
厚
沢
部
か
ら
中
山
峠
に
進
む
ご

と
に
色
鮮
や
か
な
紅
葉
に
変
わ
っ
て

い
く
の
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
紅
葉

は
、
海
岸
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ

と
と
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
大
き
い

程
、
美
し
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
熊
石
生
ま
れ
の
私
は
紅
葉
に
感

動
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
各
家

庭
で
自
家
用
車
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
も
車
を
買
い
ま
し
た
。

二
年
を
過
ぎ
て
車
検
を
受
け
よ
う
と

し
た
時
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
少
年
の
顔

に
で
き
る
ニ
キ
ビ
の
よ
う
な
ボ
ツ
ボ

ツ
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
磨
く
と
錆

び
て
穴
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
塩
害

で
す
。
車
庫
に
入
れ
た
車
で
も
、
ボ

ン
ネ
ッ
ト
を
指
で
な
で
る
と
塩
が
つ

き
ま
す
。
下
取
り
が
安
く
な
ら
な
い

た
め
に
一
回
目
の
車
検
を
受
け
ず
に

新
車
に
変
え
る
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
塩
害
の
た
め
、
自
転
車
、
屋

根
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
錆
が
激
し
い

で
す
。
厚
沢
部
に
来
た
ら
塩
害
は
な

く
な
り
得
を
し
た
と
思
う
こ
の
頃
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
か
）

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　
下
川
部
洋
伸

　
　
副
委
員
長
　
松
村
　
松
雄

　
　
委
　
　
員
　
加
藤
古
志
男

　
　
委
　
　
員
　
只
野
　
　
勲

就
農
予
定
だ
が
成
功
事
例
と
し
て

今
後
、
示
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

３
）
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
の
現

状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
移
住
促
進
・
交
流
事
業
を
核
と

す
る
町
の
活
性
化
施
策
を
実
施
す

る
組
織
と
し
て
平
成
21
年
９
月
に

設
立
さ
れ
、
現
在
は
社
長
を
除
き

５
人
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

移
住
促
進
事
業
の
柱
で
あ
る
、

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
事
業
」
は
、

７
年
目
を
迎
え
、
移
住
実
績
は
な

い
も
の
の
リ
ピ
ー
タ
の
確
保
や
広

く
厚
沢
部
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
厚
沢
部
フ
ァ
ン
の
獲
得

や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
交
流
事

業
で
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
院
小

学
校
の
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」、

奈
良
教
育
大
学
、
愛
知
学
院
大
学
、

中
部
学
院
大
学
短
期
大
学
部
の

「
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
デ
ィ
」

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
外
の
若
者
と
町
民
と
の
交
流
機

会
の
創
設
に
貢
献
し
て
い
る
が
、

今
後
は
新
た
な
事
業
内
容
の
検
討

も
必
要
で
あ
る
。
若
者
の
出
会
い

の
場
を
つ
く
る
「
街
コ
ン
」
は
、

参
加
者
の
評
判
も
良
く
回
数
を
増

や
し
、
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

　
今
後
も
「
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
、

２
）
終
末
処
理
施
設
の
改
修
状
況

に
つ
い
て
（
現
地
調
査
）

　
終
末
処
理
施
設
（
厚
沢
部
地
区
、

赤
沼
地
区
）
の
改
修
状
況
に
つ
い

て
資
料
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

　
各
施
設
で
設
備
の
経
年
劣
化
が

見
ら
れ
、
平
成
28
年
度
か
ら
汚
泥

脱
水
機
、
土
壌
脱
臭
装
置
、
中
継

ポ
ン
プ
等
を
順
次
更
新
し
て
い
く

計
画
で
あ
る
。
今
後
は
国
の
財
政

支
援
を
有
効
活
用
し
、
可
能
な
限

り
町
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
て
い

く
と
と
も
に
、
健
全
な
施
設
運
営

に
努
め
、
計
画
的
に
改
修
工
事
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

３
）
生
活
道
路
（
赤
沼
地
区
等
）

の
整
備
に
つ
い
て

　
新
町
山
田
通
り
線
、
赤
沼
清
水

通
り
線
及
び
赤
沼
大
滝
通
り
線
の

生
活
道
路
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
新
町

山
田
通
り
は
、
現
道
部
が
一
番
低

地
に
あ
る
こ
と
か
ら
滞
水
箇
所
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
道
路
施
行
（
盛

土
）
を
行
っ
た
場
合
、
近
隣
住
居

等
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
赤
沼
清

水
通
り
線
は
隣
接
す
る
空
き
地
に

今
後
、
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
場

合
、
上
下
水
道
設
備
を
設
置
す
る

際
に
大
規
模
な
道
路
改
修
が
必
要

と
な
る
こ
と
、
赤
沼
大
滝
通
り
線

で
は
未
処
理
用
地
が
一
部
あ
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
に
未
整
備

と
な
っ
て
い
る
事
情
が
あ
っ
た
。

今
後
は
近
隣
住
民
の
意
見
等
を
聞

い
た
上
で
、
問
題
解
決
に
向
け
努

力
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

あ
っ
さ
ぶ
」
の
実
現
に
向
け
移
住
・

交
流
事
業
の
充
実
、
厚
沢
部
フ
ァ

ン
の
獲
得
に
努
め
る
と
と
も
に
、

移
住
者
確
保
に
向
け
一
層
の
努
力

を
期
待
す
る
。

　
　
第
１
回
調
査
日
　
７
月
14
日

１
）
鶉
ダ
ム
水
力
発
電
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

　
鶉
ダ
ム
水
力
発
電
に
係
る
調
査

委
託
業
務
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

資
料
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
調
査
さ
れ
て
い
る
内
容
と
し
て

は
、
発
電
使
用
水
量
と
発
電
形
式

の
検
討
、
発
電
規
模
及
び
発
電
量

の
算
定
、
さ
ら
に
は
発
電
に
よ
る

経
済
性
の
評
価
な
ど
で
あ
っ
た
が
、

調
査
期
間
が
冬
季
期
間
で
流
入
量

が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
結

果
と
し
て
費
用
対
効
果
の
数
値
は

低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成
28
年

度
は
夏
季
期
間
に
調
査
を
実
施
す

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
の
結

果
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後

は
発
電
し
た
電
気
の
使
用
目
的
を

明
確
に
し
、
供
給
範
囲
、
利
用
方

法
の
十
分
な
協
議
及
び
調
査
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

○
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
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